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嶋添 裕子   

 

 平成 17年秋、第 22回全国都市緑化ふくおかフェア「アイランド花どんたく」が開催さ

れました。 これを機に始まった福岡市緑のコーディネーター制度の第１期生の私にも声が

かかり、アイランド花どんたく会場の芝生広場にポーチュラカの花で、同フェアのマスコッ

トキャラクター・緑の妖精グリッピを彩ってしまおうという「ポーチュラカグリッピ地上絵

大作戦」の企画がありました。 

その時に千早西小学校の先生、生徒の皆さんが

ポーチュラカのさし芽を 1,000 株育てて参加され

たことから、私と花を介しての繋がりが始まりま

した。 あれから 10数年が経ち、益々交流が深まり

ました。 

今では、公民館を中心に老人会、地域の方々、ま

た PTA花のボランティアグループが結成され、段々

と交流の輪が広がって楽しくなってきまし

た。毎年卒業式、入学式に向けて花いっぱい、

楽しくにぎやかな花壇づくりを続けていま

す。 

校長先生から「色とりどりの花がいっぱ

い、心が癒されます。ありがとうございます」

とうれしいお言葉をいただきました。また、

生徒さんたちは「たくさんの花の名前をおぼ

えることが出来たし、虫たちに出会えるのも

楽しいです」と言ってくれました。 

花ボランティアや地域の方々からは「大変だけど子どもたちの声に元気をもらい、頑張り

ます」と言って頂けました。 

これからも皆さんと一緒に益々花と土と触れ合い、ドキドキ、ワクワクの輪を広げ、繋げて

行きます。 

 

 

 

 

 

☆ この活動は、花あふれるふくおか推進協議会の「花育活動支援金事業」によるものです。 

 

 

 （福岡市立千早西小学校） 
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8月 28日（日曜日）は園芸福祉の庭の定例作業の日、午前中は雨のため倉庫内の片付けに変

更、午後から多肉植物の寄せ植え研修を行いました。参加された会員は 11名です。 

今回の目的は 10月 15～16日に舞鶴公園で行われる「グリッピキャンペーン 2016」に出展する

「卵の殻に多肉植物を寄せ植えする講座」の作り方と「販売のための多肉植物の寄せ植え作品作

り」を兼ねた研修でした。 

多肉植物といえば最近、若い女性などにとても人気で、

園芸店やインターネットの販売サイトでも品薄状態で、多

数の品種を揃えるのは大変です。今回の多肉植物の苗を準

備していただいたのは山﨑博子さんです。ありがとうござ

います。山﨑さんは挿し芽のプロで多肉植物もたくさん殖

やしてありますが、今年の冬の寒波でかなりの多肉植物が

枯れたそうです。自然の力には勝てません。  

今年、4月の熊本地震や 8月の台風による東北、北海道

の大雨被害、被災者の方にはお悔やみ申し上げます。 

本題に戻ります。今回、販売用の寄せ植えは、それぞれ

自分で準備した鉢で作りました。ブリキや木材で作った鉢

など、みなさん、趣向を凝らしていました。「売れるかし

ら」「売れ残ったらどうしよう」などの声が聞かれました

が、さすが、みなさん慣れた手つきで力作が完成しまし

た。グリッピキャンペーンまで枯らさずに持参できるか心

配されている方もいました。 

参加されたみなさまへ 約１ヶ月、水のやり過ぎには注

意されて下さい。10日に１回、霧吹きでシュッシュぐらい

でかまいません。やり過ぎると根腐れしたり成長し過ぎたりします。期日まで維持保管よろしくお

願いいたします。 

完売目指して、頑張りましょう!! 

 

 

多肉植物の寄せ植え研修報告 

辻 和広 
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栗木 トシ子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒瀬 恵子    

 

今年の４月１日 (金)旧・福岡中央児童会館跡地（福岡市中央区今泉 1-19-22）に複合商業施設

「天神 CLASS」が、グランドオープンしました。定例会の場所「あすみん」は、この建物の４階に

あります。広々として、とても気持ちの良い空間です。 

「あすみん」のある今泉はとてもオシャレなまちで、定例会に行く楽しみが増えそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

定例会の様子:写真は黒瀬さん提供 

グリーンツーリズム 

＜天神 CLASS(あすみん)へのアクセス＞ 

・西鉄電車・西鉄福岡(天神)駅南口より徒歩 5分 

・福岡市営地下鉄・七隈線「天神南」駅 1番出口

から徒歩 6分 

・空港線「天神」駅 2番出口からから徒歩 8分 

・西鉄バス「今泉 1丁目」バス停すぐそば 

 

 

毎月第３土曜日 15時から定例会 

 

☆ 会員相互の情報交換の場として開催しています、会員の皆さん是非ご参加ください。 

田主丸の農業を体験して、「何かをつかめる」体験をして頂きたいと思い始め、朝倉グリーン

ツーリズム協議会に加入し、昨年よりグリーンツーリズム（農家体験型民泊）、農家での自然体

験、民泊生活体験(ホームステイ)、集団活動などの活動をがんばって、楽しんでおります。 

田主丸の自然、伝統、文化などに親しみながら色んな方との交流をはかり、日常できない多

くの体験をしていただいております。 

小学生の感想は、自然や農家での体験から「庭が広くて走れるのでびっくり、緑が多い」こ

となど。中学生は、農家での集団生活体験で「自分の所で野菜を採り、食べる。田や畑が広

い」など感動してくれます。また、海外から来た大学生は、日本の家庭を体験して過ごしま

す。言葉には困りましたが、子ども達も手伝ってくれましたし、スマホの活用などもあって

色々な事が交流出来たと思います。 

民泊を始めて色々なイベントや協議会などに参加して、他県の方とお話しをすることで勉強

になり、交流することになりました。普段出来ない経験が出来ております。 

ホームステイを受け入れて、色々な方と出合え、私自身多くのことを教わり、楽しい会話に

花を咲かせております。 

別れには、涙を見せてくれる子ども達に感動！！ また、おいで！ 

 

農家体験型民泊を始めて 

https://azukichi.net/season/autumn/autumn0178.html
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掲載許諾：福岡市都市緑化推進行事実行委員会事務局 
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 掲載許諾：福岡市都市緑化推進行事実行委員会事務局 

これらのイベントには多くの会員が参加しています。あなたもどうぞ。 




